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1　はじめに
　タイトルの「ぼかし」については、言葉そのものが誤解される心配があ
るので始めに一言したい。
　世間一般では「ぼかし」とは「いい加減」という意味に捉えるであろ
う。だからと言って、このタイトルを見て、Debussyは調性や和声をいい
加減に書いているのだと勘違いしないでいただきたい。
　　「ぼかし」とは、多義的な曖昧性ということである。具体的には調や和
音が色々に解釈できるということである。
　　「ぼかし」の原理は「トリスタンとイゾルデ」【注1】あたりからきている。
　今回取り上げる印象派のDebussy（ClaudeDebussy・仏1862～1918）
の作品・前奏曲集第2巻の「花火」は、調性音楽であるが、西洋音楽で一一
番重要な調性をわざとぼかしているのである。
　何故ぼかすのかといえば、印象派的な雰囲気を漂わせるためである。
　この「ぼかし」を増幅させる手法がある。
　それは3全音調、半ずれ調、複調、教会旋法や5音音階、全音音階など
である。durやmollを主体とする古典派やロマン派には、あまり見られ
ない手法である。特にDebussyは、教会旋法や5音音階、全音音階を好
んで用いている。
　また、後期ロマン派から近代にかけて、異名同音的転義の可能性が新た
に増えたことも「ぼかし」を増幅させている。
　「ぼかし」の手法を用いるということは、調性をしっかり踏まえている
ことが前提であり、調性を知り尽くした名人が、巧妙に使ってこそ「ぼか
し」が成り立っのである。
　Debussyが「ぼかし」をいい加減に使っているのではなく、緻密な構成
と音楽の調性を踏まえた上で用いていることを、前奏曲集第2巻より「花
火」の分析を通して証明していくことにする。
一278一
Debussyの音楽に見るぼかしの手法
H　印象派の手法
　「ぼかし」を増幅させる手法である。総合和声より一部抜粋する。詳し
くは『総合和声』（島岡譲執筆責任・音楽之友社出版）472～485愛を参照
していただきたい。
3全音調
　3全音とは「3つの全音から成る音程」の意で、増4度ないし減5度を
　意味する。3全音はオクターブを2つの等しい距離に折半する。
　　　　　　　　　　r一全音音階囑“r
　　　　　　　　　　　全　　全　全　　　　全　　全　　全
　主音が3全音の関係にある調を3全音調と呼び↑IVまたは↓Vと表記す
　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　EH
　　　　　　　　　　C　　3全音　Fis／　　　　　、Ges　　　　　　　　　　I　　　　↑Ψ　　　　　　↓Y1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3全音調
半ずれ調
　古典派・ロマン派の調関係では、半音関係は常に短2度であり、増1度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではない。例えばC－durと半音関係にある調はDes（叫）かH（VII）で
　ある。仮にCisまたはCesと記載されていても単に異名同音の書き換え
　に過ぎない。
　近代以降、ある調Xをそのまま半音（増1度）高く、または低くずらす
　ことが行われるようになる。これを〔調Xの〕半ずれ調と呼び、↓X
　調・↑X調と表記する。半ずれ調は必然的に半ずれ和音を生じ、その前
　後の和音との間には、半ずれの関係（半ずれ進行）が生ずる。
　　　　　　　　煙、墾一　1一一聡1
3全音 瓢百隼
杢　 　全 全　　全　　
　’一 嘱　、　一
一 ’　一　辱　r
馴A ノ ∀ ▼
C：　i V 　↓V　　　　　†V　　　　　　。Vl
（3全音）　　　　　　†　　　　　　異なるゆれ関係
同一のゆれ関係
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　　　　　　　　　　　　　　半ずれ調
　　　　　　　　下一半ずれ調　　　　上一半ずれ調
　　　　　　　　　　Ces刈一→Cis　　　　　　　　　　↓1調　　1調　　↑1調　　　　　　　　　（↓X調）　　（X調）　　（↑X調）
全音音階
　1オクターブを6個の全音に等分割する音階を全音音階という。
　　　　　　　　　　　　　　全音音階
　　　　　　　　全　　全　　全　　　　全
　さまざまな調の勺g（全音音階和音はこのように表記）の構成音とみな
　しうる。
複調
　2つ以上の調が同時に出現することを複調という。2つの調は全く対等
　という訳ではなく、一方が主（本来調）で他方が従（偶成調）であるこ
　とが多い。
　　　　碕粕音調　　　　　　　　　　　　　上部付加和音調
1 』1一＾9　4 剛則 ⊥ 十9　イしロヲ司
A 　　　　ム 全　　　：全　　全
　　　　　C：　1　　　　　　原和音と1司時に
　　　　　　　　　　響く時に複翻となる
　　　　　C：1
　　　　　［器
教会旋法
　長調や短調などの普通の音階とは異なるが、Debussyは調性の枠の中に
　うまく組み込んでいる。
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F－dur廿
G－dur髄
固有のa－mo隅
C－d縫r
5音音階
　5つの音で成り立っているメロディー。5音の中、和音外音をゆれ（転
位音）とみなすことで7音（3和音）組織に同化しうる。
Debussy作曲アラベスク・沈める寺などに用いられている。
　　　Debussy：アラベスク1番
　　　　　　　　　　　レはドにラはソに闘接解決．（移動ド読み）
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異名同音の書き替え
　Debussy等の近代和声には異名同音の書き換えが多い。ここでは異名同
　音的転換ではなく、和音も調も譜面上そっくり書き替えることを指す。
　これは、たんに記譜上の便宜にすぎないが、やはり「ぼかし」を増幅さ
　せる要因の一つとなる。
異名同音的転義の新たな可能性
　古典派やロマン派では’減7⇔減7、属7⇔増5－6の異名同音的転義が
　用いられていたが、ぼかしの手法として増3和音⇔増3和音、増3－4
　⇔増3－4の異名同音的転義も多用されていった。
　　《増3和音⇔増3和音》　　　　　　　《増3－4⇔増3－4》
　　1個の増3和音は3通りの　　　　1個の増3－4は3全音関係の増
　　異名同音的把握が可能である。　　3－4と異名同音の関係にある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異名同音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆　　　　　　ba b C ＆
　以上、ぼかしを増幅させる手法としてDebussyの音楽にも用いられて
いる。
一282一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Debussyの音楽に見るぼかしの手法
皿　「花火」の分析
　分析楽譜を載せる。楽譜はDURAND版を用いる。
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　この曲には、様々な種類の花火が描かれており、曲の最後にはフランス
国歌「ラ・マルセイエーズ」の断片が遠くから聞こえてくるという演出が
なされている。このことから7月14日のパリ祭（革命記念日）で打ち上
げられる花火【注2】の様子を、趣向を凝らして作曲したと考える。
序奏（1～24小節）
　　冒頭は、多義的で曖昧な始まり方をしているために、調の特定ができ
ない。出だしからぼかされている（譜1）。
　第1、2小節に於いては、左手はF－durのようでもあり、右手は
Ges－durのようでもある。合わせるとbmoll、es－moll、あるいはDes－
durのようにも聞こえてくる。
　　冒頭の分析楽譜の第1小節には、（Des：▽g）と記入したが、実際は
この時点ではまだ分からないのである。しかし、分析楽譜を載せるとい
うことで、あえて調の正体を明かした。
　　ここは、花火の煙がはるか彼方に立ち上っている描写か、あるいは、
パリ祭における群衆のざわめきの描写にも感じられる。
　（譜1）
　1曖昧な調Ges－dur？b－m◎ll？es－m・“？Des－dur？et。？
　　　　F－dur？
　第3、第5小節では、上段にD音が鳴らされ、第4、第6小節では、
上段にAs音が鳴らされる（譜2）。D－Asの減5は▽7の目印なので、
今度はes－mollのようにも聞こえてくる。上段のD音、As音は、はるか
彼方で上がっている単発型打ち上げ花火の描写のようである。
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（譜2）
3　　ノ〉e曲。11？＼　　　　　　　　　レ
　　　　　8
5　　　　ノ〉es－m・ll？＼扇レ
8｛
　第7、第9小節では、バスにAs音が出てくる（譜3）。この低音を
根音として捉えると主調はDes－durではないかとの考えが強まり、今ま
で浮上してきた調は消されてしまう。上段のC音はDes－durのVの第
3音、D音は第5音（Es音）の下がった音、つまり下変と捉えると、
ここの和音はDes－durの’▽gである。
（譜3）
　7　　”群g”’はっきりと　　　　　　　　　　8㍗↓51 δ 3
9唾7鯉
淡宗打ノし吉』 γ o13　－9
川ση綴
Des：1▽9
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　しかし、第11小節からは、決定打のAs音がなくなるため、再びes－
mollのようにも感じられ、調性はぼかされてしまう（譜4）。
　第3～6小節（譜2）と第11～14小節（譜4）を比べると、後者は
ρpのままで漸増感を持たせるために、上声部はシンコペーションで書
かれている。ここに構造アゴーギク【注3】がみられる。
　（譜4）
11　　　　　　・またos－molp8…一…一一…一『一一＿．＿＿．＿＿丁一一＿＿一＿＿＿＿＿＿＿…11　　　　　不に。smα1。レ・ 日
∫8脚か泥仰
　　　だんだん近づいて
θ裾8噸脚‘伽伊81屠ρ8揖聞こえるように
13 8…
　第15小節から下方の32分音符の旋回音型が3オクターブにわたって
上行する（譜5）。花火が白い線を描きながら打ち上げられていく描写
だと考える。
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（譜5）
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　第17小節は、今までとは音型が変わり、黒鍵のグリッサンドで下行
する（譜6）。花火が光の尾を引きながら燃焼し、第18、19小節の重音
は飛び散った火の粉の表現ではないかと想像する。
　ここの調判定は困難なので後のつながりから見ていくことにする。第
25小節（譜8参照）は、はっきりF－durと分かるので、その前の第20小
節は、同主調のfmollのVではないかと見当を付ける。
（譜6）
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　第20小節からは、単に重音が響いているだけではなく、f－mollの▽
の多層的なゆれがある（譜7）。下のゆれ、上のゆれ、一緒になった全
体的なゆれである。
（譜7）
塵璽璽20上のゆれO印は全体的なゆれ
　　　下のゆれ
f－m。ll▽
h
下のゆれ
上のゆれ
全体的なゆれ
前に戻って、第17小節はどのように分析するかということになるが、
この黒鍵グリッサンドは第18小節の1拍目のB音に落ち着くので、こ
こまでをf－mollの狂1と捉える。
　第18、19小節は、右手のCes音をエンハーモニックでH音と読み替
え、これを低音と捉えるとfmollの蜘になる。
　第17～20小節までのバスの動きはB→H→C音と半音上行する。
　第20～24小節は圃から始まる華麗な「花火ショー」をいざなう
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花火が打ち上がっていると想像する。
　國で打ち上がった花火は「花火ショー」のデモンストレーション
だったのではないかと考える。
　第1～16小節までの調は曖昧で分からないままである。
　　圃から塵垂副までの「花火ショープログラム」を326愛に載せ
　る。ここに載せた花火名は、音型や強弱や曲の雰囲気から想像して付け
　たものである。花火名と照合させた譜面もプログラムの後に載せた。説
　明と併せてご覧いただきたい。
塵1調　⑤1（25～34小節）⑤1（35～40小節）
⑤1（25～34小節）
　　いよいよ「花火ショー」が始まる。
　　第25小節からは、陽転してFdurのVgになる（譜8）。序奏でF－durの
　調性も否定できなかったが、ここにきて伏線になっていたことが分かる。
　　第25小節には下行形、上行形の大きな谷型の音型が用いられている。
　▽gの第9音（D音）は分散和音であるけれども、経過音のように聞こ
　える。この流れるようなラインは、滝をイメージしたナイアガラの仕掛
　け花火を想像させる。第30小節は拍子が8分の2拍子に変化するだけ
　でなく、音型が山型になる。
　（譜8）
匿工劃＠添行　　上行
　25鷺…　　＼　谷型　ノ8…””“－”一…－－’」　「
F：▽◎
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　ナイアガラの仕掛け花火が上がっている一方で、第27小節からの左手
に新しい音型が出てくる。打ち上げ花火ではないかと想像する。曲中、
何度も出てくる音型なので、これらにa、b、c、dの記号を付ける。
　音型aが基本であり、そこから全ての音型は派生している（譜9）。
音型bは音型aに碕音が付随した形であり、音型cは音型bのつなぎ替
えである。音型bと音型cを合わせた形が音型dである。音型dの中の
音型bと音型cは調が半音関係で動いている。
　第30小節では、音型dの中の音型bはFis－dur、音型cはG－durとそ
れぞれ半音上行している。この小節の前後は共にF－durであるので、音
型dは一種の刺繍和音、あるいは刺繍調のように逸脱して元に戻ってい
ることが分かる。ここに出てきた音型を基本音型とする。
　尚、分析が困難に思われる曲は、分かりやすい音型を階名で歌うと、
比較的容易に分析できる【注4】ので、階名【注5】を書き込んだ。
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　（譜9）
全てaから派生している
a b（aの装飾）27 一 29 一 瀦 30 一 “●
、ノ　i 、
　　dE璽のつなぎ蜘
　　　ソレ　　　　ソミレ　　　　ソミレミレソ　　　1＿」　　　　　　　　　　　　一」　　　　　　　　　　　　　一　　　一
　　　F3▽　　　　　　　　F＝▽　　　　　　　　　Fis＝▽　　G‡▽
※単旋律では▽であるが、曲中では▽gの和声分析である。
　第32小節は8分の3拍子に変化するが、下行の音型から短いしだれ
柳花火ではないかと想像する。第33小節からは8分の4拍子で、ナイ
アガラ花火に戻るが、第25小節と比べると谷型の音型が1小節に2っ
入り音域も低くなっている。
　第30～33小節まで、1小節ごとに拍子が変わっている（譜8・譜10）。
　第33小節の2拍目と4拍目、及び第34小節の2拍目に書かれている
Cis音を、エンハーモニックでDes音と読み替えると・Vgになり陰って
ゆれているのが分かる。花火の色彩の変化を表現していると想像する。
（譜10）
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⑤1（35～40小節）
　　第35小節からGes－durに変わる（譜11）。F－durと同様に、序奏で
　Ges－durの調性も否定できなかったが、ここにきて伏線になっていたこ
　とが分かる。
　　左手の2分音符のG音は、Asの下変（第5音のAs音が半音下がった
　音）であると解釈すると▽多の和音になる。
　　左手は上行形、下行形の山型の音型に変わるが、これはセーヌ川に
　映った逆さナイアガラ花火の描写ではないかと想像する。
　　右手に音型a、b、dがオクターブではっきり現れることから、第27
　小節の打ち上げ花火より、大きく色鮮やかに浮かび上がった様子が想像
　できる。
　　音型aも音型bも、階名からGes－durの▽多の分散であることが分か
　る。音型dは拡大されている。音型dの中の音型bも音型cも、基本音
　型のように半音上行はしていないので、調はそのままである。音型cの
　最後の階名はVの下変なので「↓レ」と書いた。
　　④！で使われていた音型a（譜9参照）は、根音の「ソ」から始まっ
　ていたが、ここでは3度高い第3音の「シ」から始まる。階名を読むこ
　とにより移度も分かる。
　　第38小節の音型aの打ち上げ後は、しだれ柳花火の打ち上げ時の描
　写で、反行形で書かれている。ここまでは、バスはG音である。
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　第39小節では低音のGが消える。第40小節では、バスにAs音が現れ
るので、低音空白のこの第39小節は、潜在的にAs音が響いていると考
えて分析する（譜12）。すると、ミレドラの個所はHgである。
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（譜12）
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國　⑤1（41～56小節）⑤2（57～64小節）
　　この第II部は中問部にあたる。連発小型花火やロケット花火が打ち上
　げられ、後半は、次の花火の準備部分である。
⑤1（41～56小節）
　　第40小節のCes音（□印）が第41小節でC音（□印）に変わっただ
　けで全部の位相が変化する。
　　第41小節はDes－durのV7である（譜13）。序奏でDes－durの調性も
　否定できなかったが、ここにきて伏線になっていたことが分かる。
　　ここでは純粋な分散和音ではなく、音階が入っている。
　　第41小節の1拍目の「ラファレ」は偶成で五であるが、この「ラ」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
　音は2拍目の「ソ」に解決している。Des－durのドミナントであるが、
　その中のちょっとした和音の変化にも注意を向けたい。
　　第42小節の右手の音型aは、装飾の形をしていて、階名は「ラレ」
一307一
福　田　由紀子
であり、第43小節の音型bは3連符が使われていて階名は「ラミレ」
である。
　第27小節の音型a、bは「ソレ、ソミレ」で▽、第35小節の音型a、
bは「シファ、シソファ」でV7であったが、今回はIIである。「ラ」
が入ることにより憂いを含んだ感じになる。強弱記号もpであることか
　ら、色合いが派手ではない、小ぶりの打ち上げ花火かもしれないと想像
する。左手はナイアガラ花火である。
　第44小節の音型bはCes－dur、音型cは半音上行でc－mollである。こ
の半音上行移動はdurとmollの関係であり、基本音型dとは異なる。
　（譜13）
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　第45小節からはDes－durが陰ってdes－mollになる（譜14）。この小節
の3、4拍目はE－durのように見える。des－mollで書くとダブルフラッ
トが付いて分かりにくくなるため、エンハーモニックの書き換えでこの
ように書いたのではないかと考える。本来の調であるdes－mollで書い
た楽譜を載せる（譜15）。
　ここの音型aと音型cは両方とも和音で書かれている。音型cの最初
の音を椅音と考えると和音は∬7、つまり導7の和音になる。しかし、
ここには低音が書かれていない。そこで上方の右手の最低音Aを低音と
して考えてみたが、これでは急に飛び過ぎて不自然である。次に、1、
2拍目の低音Dをそのまま置いてみたが、これも上方の和声と合わな
い。それで低音を半音移動させ、Dis音を補って考えることにした。
（譜14）
　　　raコ　ra「　8繋＝「要r　ra「　「a「　樵フ
des：▽多 ∬7 ▽多 ∬7
（譜15）
き
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　第47小節以降は音型cが展開されていく（譜16）。連発小型打ち上げ
花火が、次々に小爆発する感じで、間隔なしに打ち上げられる。
　　　　　　　　イ・・ずマ契監誌プ7
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（譜16）
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　第47小節の1拍目は、右手のA音が最低音になるのでdes－mollの碑
である。2拍目は2度上にずれて悔である。前後を碑に囲まれた刺繍
和音である。
　第47小節をdesmollに書き替えた譜面を載せる（譜17）。
（譜17）
　　　　　　4．7
／／
エンハーモニックの書き替え
㌧習イ
3
3
　　　　　　　des：⑧　團　⑧
　　　　　　　　　　　　　　刺繍和音
　第49小節からはe－mollである（譜18）。フラットの付いている音は、エ
ンハーモニックで読み替える。第49、50小節の2拍目の営3はV多の間で
ゆれている。また、それぞれの拍の頭は全て碕音である。
　第49小節のエンハーモニックの書き替え譜と4声体の還元譜、及び借
音を除いた最終還元譜を載せる（譜19）。
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（譜18）
49．甚憲．吻．愛．9．塞憲彦
　　　　　　　　　　　　　　　　尋　　　　　　　　　　　　　　¢e・v子魂v多聡▽多蜘▽多瑠
（譜19）
　　　　　　　　49一郵 ＃ ＃
　　　　　　　　49鱗灘罐1
e：▽子 鵡 ▽1 珊
ピ
●
● ‘
血
一糊
　第51、52小節も音型cの展開が続く（譜20）。拍の頭は借音であり、
2拍目、4拍目はEs－durの▽1でゆれの音である。第51小節のエンハー
モニックの書き替え譜を載せる（譜21）。
　第52小節は左手に音型aが出てくる。音程やリズムは少々異なるが
同じグループとして扱う。音型aが加わることで曲が盛り上がる。
●
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（譜20）
51．踵藏Ψ密勲警暫
e・▽多聾▽多豊v多聾▽号置
　　　　　Es：　　　Es：　　　　Es：　　　Es：
（譜21）
　511聾箋糞
e・▽多　諺　▽子　普
　　　　　　　Es　　　　　　　　　　Es
　第53～56小節は音型も調も変わる（譜22）。
　金切り声のようにという表現から∫の部分はロケット花火の発射時の
音ではないかと想像する。
　2音ずつに分けて書かれているが、寄せ集めると全音音階和音であ
る（譜23）。低音のDを根音（基音）と捉えるとG－durの全音音階和音
（表示はG：勺9）になる。▽9の上変の音はB音（↑レ）、Vgの下変の
音はAs音（↓レ）である。
（譜22）
　　　　8……”…　　　　　　　　　　　　　　　853 5　　　　 　　　 　　 　　ム＿1　　　　　　　　述茉　　　　　　　　　　　レ
ノ??
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??
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　響きを残して
3君ρ‘ノ眺∫8”伽朗 即伽∫蜘ッ伽ω
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…
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u
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⑤2（57～64小節）
　　第57小節はcis－mollに転調する（譜24）。cis－mollはdes－mol1のエン
　ハーモニックであり、この段階では仮定であるが、主調であるかもしれ
　ないDes－durの同主短調でもある。
　　ρpであること、音型aや音型aの反行形が用いられていることなど
　から、匝亘圃の打ち上げに向けての準備部分ではないかと考える。
　　第57小節の1、2拍目頭のcis音は椅音であり、3拍目のHis音に解
　決する。和声は▽7である。
　　第59小節前半は、且s－mollのE｝である。この中のCis音は債音だが、
　3拍目のC音に半音階的に解決している。後半はG－durのVgである。
　第5音の下変は、エンハーモニックのGis音で書かれている。
，
ム 春　 全 △ 杢
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（譜24）
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！ 解決
　　　　　　　　　　　　EH　　　　　　　　　　　　　　　　　　EH＿　低音は軽く、
調和した響きを持って
齢幡郷’吻伽瑠加ηけ副齢じ∫
図～ r一τa＝マ
　　　　　　　　　　　　触皿l　　G：▽9
　第60小節は第59小節を2度上にずらしている（譜25）。調が一つ上
がってgis－mol1の碍、A－Durの▽gになる。
（譜25）
　　　　才マ　　ー反マ　　　　　　　　　＼＼　　解決　／
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　第61、62小節は、各小節に3全音関係の調が2か所ある（譜26）。分
析はC－durの1とするが、その理由は、3、4拍目を上声だけのゆれと
みなすからである。それぞれ、白鍵のグリッサンドが用いられている。
　第63、64小節は短3度上のes－mollで書かれている。前の小節と同様
に3全音関係の調が2か所ある。こちらは黒鍵のグリッサンドが使われ
ているため響きが異なる。
　ρpで書かれていることや、音型aの使用、さらに新要素のアルペジ
オや3全音関係の調を用いていることなどから、今度は魎へ向け
てのテスト打ち上げではないかと想像する。
　第65小節ではFis－durになる。これはエンハーモニックの書き換えで
Ges－durと同じであるので、第61小節からはC－es－Gesと短3度ずっ
上がっていることになる。
　（譜26）
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61　　　　　　甲 購 晒一　一???’」∫鋼’♂σ　　脚躍喉 ???? 即　　　め灯”¢　　　　　　　　　　　　群： 達
輯 旧
　　　　　　　　＜∫
即　　3全音
　　　　　　　　　　　　　　噺　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　ρ一一塑　　　　　3全膏
一
写　8馬、簿
C：1
8屯，・
ゆれ
63軽ト 瞬一一　’｝一3全蓄卯轄加’の ㍉?
控 3全音
垣＿甲　　　一??
一」ρ
ガマ
es＝1
即
8や
日
ゆれ匿圃6
Fis：’列
（Ges）
一315一
福　田　由紀子
塵亟副⑤2（65～78小節）⑤2（79～89小節）
　　準備部分も含めて「花火ショー」最高の盛り上がりを見せる。
⑤2（65～78小節）
　　第65小節はFis－durのvるである（譜27）。第67小節のバスまではvg
　の中の第3音（Eis）と第7音（H）が交替して、3全音で動いている。
　　第65、66小節は、しだれ柳花火をイメージさせる下行音型の後、音
　型aの打ち上げ花火が上がる。しだれ柳型打ち上げ花火と想像する。第
　67小節と雰囲気の違いを出すために、ここはまだρpで書かれてある。
　　第67小節は、いきなり∫で、音型dの打ち上げ花火が上がる。音型c
　は半音移動してG－durになる。Quasi　cadenzaではG－durの・Vgの分散
　和音が駆け上がるが、頂点へ向かう前の4音（F、A、C、F音）から
　は、調性が変わりb－mollのVになる。フェルマータの後のρpから小
節の最後まではb－mollの平1である。右手の最上のF音は、椅音（クリ
　スタル【注6】）で、空中から星がキラキラ降ってくる様子がアルペジオで
美しく表現されている。Quasi　cadenza内での音色を区別して弾きたい。
　（譜27）
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　第68、69小節は、第65、66小節と同様にFis－durである（譜28）。第
70小節は、音型dが2回繰り返され、半音上行で調が移動していく。
打ち上げ花火が次々に上がる描写である。
（譜28）
　　　　画　』＿＿．a　　　ニニー一一rbr
Fls：▽1
70一喝簿霜dダ1U　　　ン、レ ・庫ソ廊レソ…＿
！ 戸ザ
?? 》 ?ー 》
　　　マ　　　　　　▽
　　　　　　　　　　　　　　　　Fis：G：　　As：A；
　第71～78小節は再びρpになるが、クライマックスに向けての最後の
備えをしていると想像する。第75小節までは音型dが多用されている。
　第71小節は左手がトレモロになっているが、それぞれの拍の頭の音
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を和声の音とみなして分析する（譜29）。1拍目、3拍目のDis音はEs
音に読み替える。
　第72小節の左手の1拍目、3拍目のDis音は椅音と捉えて分析すると
E音に解決するのでG－durのV巷になる。このE音は第9音なので次の
拍の根音のD音に解決する。
　第73小節は第71小節と同じである。
（譜29）
　　　　岡曲F却蕾　71麟。騨シソファラソシ　シソファラソシ
72
▽8　▽　▽7　▽亨
蒔δピ膨疋
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　一　一イ　　　　　　　　イ 卿｛?? 解錨
露なシソファラソシ
G：▽3▽、▽6▽、＿琶し，マし巴
　　　　　　　　　　　　　　　　Ges；　G：　As：　A：
　第74、75小節は1拍目がC－durの切で、2拍目はCes－durの切であ
る（譜30）。音型cの逆行形が新たに用いられる。
　第76～78小節まではCes－durの切が続く。音型cと音型cの逆行形
だけが使われ、徐々に低音に向かって音量が増していく。あたかも噴射
前の地鳴りのようである。
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（譜30）
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④2（79～89小節）
　　花火ショーはいよいよ最高潮に達する。
　　第79小節はF－durである（譜31）。これは前の小節のCes－durから見
　ると、3全音の関係で繋がっているとも解釈できるが、偶成解決とも解
　釈できる。一例を挙げておく（譜32）。
　　第65小節とは音型も強弱も対照的に、∫で下方から勢いよく上がって
　炸裂する描写である。ロケット型打ち上げ花火であろうと想像する。
　　第81小節2拍目の音型cは、半音上行してGes－durになる。音型dが
　オクターブでp劾∫で書かれていることから、今までの中で一番大きな
　打ち上げ花火が上がり炸裂したと考える。その後、尾を引いて散ってい
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　く様子が音型cで表されている。
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…
●　一
音関係で捉えるよりも、ずれていると偶成的に
えた方が分かりやすい。 同音（完全疲〉
…
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第82、83小節は第79、80小節と同じである（譜33）。
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（譜33）
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　第84小節は全てVの根音で半音上行し、第85、86小節はVと・▽gが
繰り返され半音上行している（譜34）。これらのF－durからH－durまで
の半音上行は緊迫感を出している。
　第85、86小節は、バスの上に減7の和音が響き、その直後に鳴らさ
れる音がクリスタル和音である。和音中の碕音は一般には下行解決する
が、ここでは上行解決している。また、椅音への解決も珍しい。上行解
決は例外であるが、非常に緊張感が強い。この緊張感を出すためには右
手は音型bで捉えなければいけない。音型cで捉えると下行してしまい
緊張感がなくなってしまうからである。がで音型bを畳みかけているこ
とから、色彩を変化させて次々に打ち上がる速射連発花火のスターマイ
ンを想像する。最高の盛り上がりである。
（譜34）
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　「花火ショー」の最後は、三尺の大玉がドカーンと打ち上がる（譜
35）。第87小節の左手がピアノの最低のA音を鳴らし、炸裂の様子を白
鍵と黒鍵のグリッサンドで表現している。最後にふさわしく、ピアノの
端から端までを使って、大きさやボリューム感を出したかったのではな
いかと考える。上の黒鍵グリッサンドでGesを導き、下の白鍵グリッ
サンドでFを導いて、後奏につないでいる。
（譜35）
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　　　　　　　　　　　　8“t、げ　　　　　　　　　　（Des・べる）
國　（88～98小節）
　　右手はGes－dur、左手がF－durで、冒頭の曖昧さと同じである（譜
　36）。序奏の短縮再現になっている。右手のD音は、第89小節の4拍目
　のH音につながりやすくするため付け加えられたと考える。
　（譜36）
　　　　　　魑
　　　　　　88　　晦51en：より遅く
　　tJ＝」．」887（魯）レ　曳．　（
ぜ．．．、＿　　8ロー　　　　一『’””’「’『ーモ??????
紛パ噸晦　　　（
｛
（　．
『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
げ
より矩E～
一
㎜
ダGe寺∫　　r　e魯
　　　　　大変遅〈する
　　　　　　Trとsretenロ
ρ紐∫『㌧　　　　　　柳〉e　　　　轟畠　一　　　　　一…
1‘～噛．嘩子
一　一　　　　　　　　　　　　　　　一
一　㎜
‘n　　　ベア F毛　　　　　　　　　　、（Des：橘 ）
　第90小節の左手のトレモロはDes－durの1である（譜37）。後奏が
Des－durであることから、曖昧な序奏はDes－durであったことがここ
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にきてようやく判明する。ずっと様々な調のVの和音が使われてきた
が、ここでやっと主調Des－durの1に落ち着く。
　「ラ・マルセイエイズ」【注7】の断片は、第91～95小節の間、主調
Des－durの下半ずれ調（C－dur）である。この間、音型aも音型bも
C－durであるが、音型cは第96小節で半音上行してDes－durに戻る。
　「ラ・マルセイエイズ」の最後のE音は、C－durの名残である。Des－
durの第3音（F音）が下にゆれた音と考えられるので下方転位である
が、この音がF音に解決することはない。しかし、それとは無関係に第
96、97小節では、オクターブで右手のDes音が解決を代行している。
　左手のトレモロは群衆のざわめきの表現であろうと想像する。国歌が
遠くから聞こえてくる中、はるか彼方で打ち上げ花火が上がる。「ラ・
マルセイエイズ」は解決しないまま余韻を残して消えていく。
（譜37）
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　曲全体を区分図、構成的な局面、調と和音などと対応させてみた（図
1）。全体が、シンメトリックな構図で作曲されていることが分かる。
　各部分の主な調を抜き出してみると、序奏と中間部と後奏が主調の
Des－dur、第1部と第III部がGes－durとF－durで書かれている。第II部は
Des－durとdes－mol1である。
　調関係も長3度の上下、半音関係の上下行、Desの長短、完全5度の上
下でシンメトリーになっている。
　和音は、後奏で主調の1が出てくる以外は、主に各調のVの各種形体
が使われている。
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（図1）
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【注1】
　　　Wagner（Richard　Wagner・独1813～1883）作曲、楽劇「トリス
　　タンとイゾルデ」のことである。
　　　ぼかしやだましの原理は、この前奏曲に使われている『トリスタ
　　ン和音』からきていると思われる。
　　　　トリスタン和音（悔）は長い椅音が入っているが、こういう形
　　の和音は存在しない。ところがあたかも存在するように響かせる。
　　というのはes－mo11のLの響きがするからであるが、実際を見る
　　とn7ではなくて、長い半音の椅音が組み込まれている。これは一
　　種のだまし、あるいはぼかし効果である。
　　　　　　　　ワーグナー：「トリスタンとイゾルデ」前奏曲
　　　　　　　　　　　　　トリスタン和音
仰一 ）??ハ
a・1 ? 形傷
　　　　　　　　　　　　　　EH聾　　Eト鱒
　　　　　　　　　　　　（es・互7　母フ
【注2】
　　　花火は「おもちゃ花火」「打ち上げ花火」「仕掛け花火」に分類さ
　　れるが、パリ祭の花火ということで「打ち上げ花火」と「仕掛け花
　　火」の中から、この曲中で使われている主な花火を簡単に記す。
　　《打ち上げ花火》
　　　　「玉」とよばれる紙製の球体に「星」と呼ばれる火薬を詰めて打
　　ち上げる花火である。打ち上げと同時に導火線に点火され、所定の
　　高さに到達すると、導火線が燃え尽きて「玉」が破裂し「星」が飛
　　散する。この時「星」には光の尾を引きながら燃焼するもの、落下
　　途中で破裂するもの、色が変化するものなど様々なタイプがある。
　　　　「しだれ柳」と呼ばれる花火は打ち上げ花火の一種。
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　　　　「三尺玉」は到達高度600m、開花径550mの大玉花火。
　　《仕掛け花火》
　　　複数の花火を利用するなど作為的に仕掛けを施した花火である。
　　例えば次のようなものがそうである。
　　　　「ナイアガラ」　速火線で連結した焔管を数十メートルに渡り一列
　　　　　　　　　　　につるし点火によって火の粉が一斉に流れ落ち
　　　　　　　　　　　るもの。ナイアガラの滝から。
　　　　「スターマイン」代表的な仕掛け花火。速射連発花火で大量の玉
　　　　　　　　　　　を連続的に短時間で打ち上げる。
　　　　「ロケット」　　竹筒などに火薬をつめた筒を取り付け、火薬の
　　　　　　　　　　　噴射推進力により上空へ打ちだすもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Wikipediaより抜粋一
【注3】
　　　構造アゴーギクとは、音楽構造そのものから自然に生まれてくる
　　流れの変化（加速、減速）のことをいう。
【注4】
　　　　「花火」のような、一見、分析が困難に思われる曲を、比較的容
　　易に分析できる方法があるということです。それは、その曲の分か
　　りやすい基本的な音型一「花火」で云えばa、b、c、d一を「階
　　名」で歌ってみる、という簡単なことです。
　　　元来、「調」と「和声」と「階名」とは三位一体であり、どれか
　　一つが分かれば、他の二つも分かります。ドビュッシーの曲では、
　　　「調」や「和声」が曖昧で多義的なことが多いだけに、テーマや音
　　型の「階名」が分析の最有力な手がかりになります。
　　　　　　　一2010年6月14日付　島岡譲先生からの手紙より抜粋一
　　　　「花火」で使われている音型a、b、c、dを全て抜粋してみた。
　　曲中の和声分析をそのまま載せた。
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【注5】
　　　階名には旋法的階名と調性的階名との2種がある。旋法的階名で
　　は、長調の主音をド、短調の主音をラと呼ぶ。従って、音階も、長
　　調ではドレミファソラシド、短調ではラシドレミファソラとなる。
　　他方、調性的階名では、長調でも短調でも主音をドと呼び、音階は
　　どちらでもドレミファソラシドである。
　　　一般には、旋法的階名が用いられるが、本論では調性的階名を用
　　いた。それは、調性的分析においては、音階各音の調性機能を正し
　　く把握することが不可欠であるが、調性音楽では長調と短調の各音
　　階音の調性機能は一致するからである。
ソド
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　《C－durとc－mollの階名》
　　　　　　　　　　主和音ドミソ　　　　　　　　　　　　　　　　導音進行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
　　　　　主　　　　　　　中　　　　　　　属　　　　　　　導　　　主
　　　　　音　　　　　　　音　　　　　　　音　　　　　　　音　　　膏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽の目印　　　　　　　　　　主和音の構成音
　　　　　　　　　　（調の根幹）
　　　調判定の決め手に階名を用いる際にも、調性的階名が妥当する。
　　　　　　　一2010年10月30日付　島岡譲先生からの手紙より引用一
【注6】
　　　　「クリスタル和音」という言葉は島岡譲先生が創られた言葉であ
　　る。定義は今野哲也さんの「クリスタル和音の定義」から引用する。
　　　　「クリスタル和音」とは、減7の和音を原和音として、その構成
　　音が長2度上方転位し、偶成形体の「かたち」となった場合に生じ
　　る「ひびき」の名称である。また、クリスタル和音を生じさせる長
　　2度の上方転位音を「クリスタル音」と呼ぶ。
【注7】
　　　国歌「ラ・マルセイエイズ」の引用されている部分を載せる。
　　　　　　　　　　「花火」に使われている個所
v マ V
、 ア
、 シー一ド一分
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IV　結び
　「ぼかし」とは、わざと調性を曖昧にしているのであり、決していい加
減に書いているのではないことが、分析を通して立証出来たと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　一335一
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　　「Rdur、Ges－dur、es－moll、Des－dur、b－mol1…かもしれない」という
多義的な曖昧性、いわゆる「ぼかし」から始まっているため、調の特定が
難しく、最後になってようやく調の正体が判明するという、一種の謎解き
のような面白さも持ち合わせている曲である。
　曖昧な調で書かれている圃は、その時点では、調の特定は出来ない。
　　「花火ショー」の各部分で、長く出てくる調を書き出してみると圃
はFdur、Ges－durであり、ここにきて始めて伏線であったことが分かる。
　匡調はDes－durであるが、これも伏線であったことが分かる。しか
し、主調がDes－durであると言えるだけの決め手はない。何故この中間部
にDes－durが出てくるのか、構造自体も曖昧である。後半にcis－mollが出
てくるが、これはエンハーモニックの書き換えでdes－mol1と同じである
から、この中問部はDesの長短の調で書かれているということになる。
ここは展開部の要素もあるので、音型を用いての展開や、色々な調の出現
など多彩である。
　［i調ではFis－durになるが、これはエンハーモニックの書き換えで
Ges－durと同じである。後半のF－durから、「花火ショー」の最高の盛り
上がりを見せる。
　國がDes－durであると分かった時点で國もDes－durであると判明
する。［璽は非常に短いが、Des－durの［璽と対応している。
　この曲の調関係は（図1）を見れば・一目瞭然であるが、シンメトリー構
造になっている。
　このような調構造の上に、花火に関する色々な工夫がなされている。
　まず、▽の和音が主に使われていることが挙げられる。▽g、▽g、罵、
’▽7、勺g等など▽のオンパレードである。Vの和音は緊張感を持っている
ので、「花火」の打ち上がる緊張を▽で表現したのではないかと考える。
DebussyはVの第5音を半音上げ下げして、平凡でないドミナントの響
きを好んでいることが分かる。1は解決する和音として最後に出てくるだ
けである（第61～64小節は例外）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Debussyの音楽に見るぼかしの手法
　打ち上げ花火の音型a、b、c、dも［團で1度上に書かれている以
外は、全てVの和音上に書かれている。
　曲中には上下行の音階や、谷型山型の音型、分散和音が多く用いられて
いるが、純粋な分散和音だけではなく、必ず間に音階が入っている。
　この曲は、特に異名同音の書き換えが目立っ。また、3全音関係で動い
たり、全音音階和音が用いられたり、半ずれ調で書かれたりと、「ぼかし」
を増幅させる手法も多く用いられていた。
　Debussyの作品の素晴らしさは、曲を聴いているだけでそれぞれの場面
が目に浮かぶように作曲されていることである。如何に緻密に構想を練っ
ているかが窺える。
　この緻密な構成力と、調性の技術を駆使して「ぼかし」は成り立ってい
るのである。
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